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はじめに

本レポートは、2021年に設立された B.LEAGUE U18 を対象に、公式記録やスタッツを分析することで、

その特徴や課題を明確化し、今後の成長およびバスケットボール界全体への貢献に資することを目的とする。

設立から数年の間に急速な発展を遂げてきたB.LEAGUE U18について、

本レポートでは単にB.LEAGUEユース競技会の動向を整理するにとどまらず、

日本国内の高校バスケットボールとの比較や、海外チームとの対照分析を交えながら現状を多角的に検証することで、

B.LEAGUE U18の現在地を紐解いていく。
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B.LEAGUEユースとは
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B.LEAGUEユースの目的

B.LEAGUEユースの目指す場所

B.LEAGUEの使命である「世界に通用する選手を輩出する」ため
選手を育成し、強化する環境を創り出すとともに、
わが国におけるバスケットボール文化の普及と発展のために設立。

パリ五輪 LA五輪 ブリスベン五輪WC@カタール WC
2025 2026 20272024 2029 2030 2031 20322028
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B.LEAGUEユース出身

A代表選手輩出

B.LEAGUEユース出身選手から日本代表選手を輩出した2024年。次なる目標は、2032年

B.LEAGUEユース出身選手からNBA選手を輩出。
B.LEAGUEユース出身

NBA選手輩出
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B.LEAGUEユースの強み
トップチームと連携したバスケットボール

プロとの距離が近い環境
　　トップチームの練習参加、ユース育成特別枠、U22枠 等

一定のライセンス /資格を保持したコーチや
トレーナー配置による指導における質の担保

U15 call up 制度活用によるU18競技環境内でのU15選手育成・強化
      U15登録選手がU18競技会に出場できる制度

年代別代表以外に海外と対戦する機会の創出

海外への遠征や経験の機会をより多くの優秀な選手に提供

SCS推進チームと連携した身体に対する取組み
　　データ収集・分析
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B.LEAGUEでは育成強化の促進を目的に、
B.LEAGUEユースに所属しながらプロの試合に
出場することができる「ユース育成特別枠」を、
またB.LEAGUEユース出身選手が契約可能な選手登録制度として
「U22枠」を導入している。
またトップチーム（プロ）のワークアウトや練習にユース選手が参加するなど、
プロが近い環境で活動を行っている

Ｂ.LEAGUEユースでは世界に通用する選手の輩出に向けて選手個人の成長を重視し、
日常における指導の質や安全面を担保するため、一定のライセンスや資格を保持した
ヘッドコーチやアシスタントコーチ、そしてトレーナーが在籍している。
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※端数処理の関係で、各ページにあるグラフの内訳の和が100%にならない場合があります。 ※各グラフにおけるシーズン表記は、文字数の関係で以下の通り省略して表記しています。例）2021-22シーズン：2021

GLOSSARY - 用語集 -

用語 説明 計算式
ORTG

DRTG

NRTG

eFG%

TOV%

ORB%

FTR

OPP eFG%

OPP TOV%

OPP ORB%

OPP FTR

PACE

TS%

AST/TO

AST Ratio

AST%

100ポゼッションでの平均得点（オフェンシブレーティング）

100ポゼッションでの平均失点（ディフェンシブレーティング）

100ポゼッションでの平均得失点差（ネットレーティング）

3Pシュートに比重（1.5 倍）をかけて補正したフィールドゴール成功率

1回のオフェンスでチームがターンオーバーをする確率

自チームのシュートが外れた際にオフェンスリバウンドを獲得する割合

オフェンス時にフリースローを獲得する頻度

3Pシュートに比重（1.5 倍）をかけて補正した相手チームのフィールドゴール成功率

1回のオフェンスで相手チームがターンオーバーをする確率

相手チームのシュートが外れた際にオフェンスリバウンドを相手チームに獲得される割合

ディフェンス時に相手チームにフリースローを与える頻度

1試合での平均ポゼッション数

フリースローも考慮したシュート成功率

ターンオーバーあたりのアシスト数

100ポゼッションでの平均アシスト

フィールドゴール成功数にアシストが付く割合

得点×100÷(FG試投数＋FT試投数 ×0.44－オフェンスリバウンド＋ターンオーバー )

失点 ×100÷( 相手 FG試投数＋相手 FT試投数 ×0.44－相手オフェンスリバウンド＋相手ターンオーバー )

ORTG - DRTG

(FG成功数＋3P成功数 ×0.5)÷FG試投数

ターンオーバー÷(FG試投数＋FT試投数 ×0.44＋ターンオーバー )

オフェンスリバウンド÷( オフェンスリバウンド＋相手ディフェンスリバウンド )

FT試投数 ÷FG試投数

(相手 FG成功数＋相手3P成功数 ×0.5)÷ 相手 FG試投数

相手ターンオーバー÷ ( 相手 FG試投数＋相手 FT試投数 ×0.44－相手オフェンスリバウンド＋相手ターンオーバー )

相手オフェンスリバウンド÷( 相手オフェンスリバウンド＋ディフェンスリバウンド )

相手 FT試投数 ÷相手 FG試投数

40×( ポゼッション数＋相手ポゼッション数 )÷(2×( チームプレイタイム÷5))

得点 ÷(2×(FG試投数＋FT試投数 ×0.44))

アシスト ÷ターンオーバー

アシスト×100÷(FG試投数＋FT試投数 ×0.44－オフェンスリバウンド＋ターンオーバー )

アシスト ÷FG成功数
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B.LEAGUEユースの現在地
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本項では、2021-22 シーズンから2024-25 シーズンに開催されたB.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE、

B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUEの合計 8大会について、大会全体でのスタッツを集計し、

その推移を見ることで、B.LEAGUEユースの競技力がどのような成長を見せているか、今後に向けてどういった課題があるかを分析していく。

Four Factors とシュートスタッツについては、B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEと B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUE両方の

データを併記する形とし、両大会で傾向の違いがあるのかを確認できる形式としている。

また、B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEについては、PACEや 3Pシュートなど様々な切り口で、さらに深堀りして分析するコンテンツも設けている。

※2021-22 および 2022-23 シーズンは「B.LEAGUE U18 ELITE 6 LEAGUE」、2023-24 シーズンは「B.LEAGUE U18 ELITE 8 LEAGUE」として開催。
　2024-25 シーズンは「インフロニア B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024」として開催。
※Four Factors: Dean Oliver が提唱したオフェンス評価指標で、勝敗に強く影響するとされる。
　対戦相手チームのOPP Four Factors を見ることでディフェンスの評価にも活用可能。計算方法はGlossary を参照。

B.LEAGUEユースの競技力成長の軌跡
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B.LEAGUEユースの競技力成長の軌跡B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE / REGIONAL LEAGUE  Four Factors シーズン推移
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eFG%推移 TOV%推移

ORB%推移 FTR推移

46.0%

45.0%
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32.7%

35.1%

34.1%

35.3%
36.5%

28.0%
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ELITE LEAGUE REGIONAL LEAGUE

3Pシュートに比重（1.5 倍）をかけて補正したフィールドゴール成功率
(FG成功数＋3P成功数 ×0.5)÷FG試投数

1回のオフェンスでチームがターンオーバーをする確率
ターンオーバー ÷(FG試投数＋FT試投数 ×0.44＋ターンオーバー )

自チームのシュートが外れた際にオフェンスリバウンドを獲得する割合
オフェンスリバウンド ÷( オフェンスリバウンド＋相手ディフェンスリバウンド )

オフェンス時にフリースローを獲得する頻度
FT試投数 ÷FG試投数

4 シーズン間での FOUR FACTORS の推移を見ると、
B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE、B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUE

間で複数シーズンに渡って極端に逆の推移を
取るような項目はなかった。B.LEAGUE U18 ELITE 

LEAGUE は B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUE の上位チーム
が進出する大会だが、両者の間で FOUR FACTORS

の推移に極端な乖離がないということは、
B.LEAGUE ユース全体で上位チームから下位チー
ムまである程度一定のスタイルが浸透してい
ることを示唆している。

両大会共に、2024-25 シーズンにおいて、EFG%, 

ORB%, FTR は前シーズンから低下しており、全
体的によりディフェンシブな傾向となってい
た。また、ORB% については両大会共に全シー
ズンにおいて、B.LEAGUE のトップチーム（B1）
の 2024-25 シーズンの平均値を上回っている。
B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE は減少傾向ではあるもの
の、オフェンスリバウンドを取る割合が高い
点は、B.LEAGUE ユースの特徴の 1 つと言えるだ
ろう。
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B.LEAGUEユースの競技力成長の軌跡B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE / REGIONAL LEAGUEシュートスタッツ シーズン推移

試投エリア分布推移 試投エリア分布推移

ペイント内成功率推移 3Pシュート成功率推移

2021 2022 2023 2024

シュート試投エリアの分布の推移を見ると、
B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE、B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUE共
にミドルシュートの割合が減少し、3Pシュート
の割合が増加しているという点は共通してお
り、同様の傾向は B.LEAGUEのトップチームにお
いても見られている。B.LEAGUE ユースが B.LEAGUE
のトップチームで必要となる経験を積むため
の舞台であることを考慮すると、両者が同じ傾
向を見せていることは好ましい状況だと言え
るだろう。

一方で、ペイント内シュートの成功率を見ると
、2022-23 シーズンの B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 以外
では両大会共に大きな伸びは見られない。3Pシ
ュート成功率については 2022-23 シーズン以降
、B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE で若干の低下傾向、
B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUE で若干の上昇傾向とな
っている。3Pシュートの試投割合を年々増やし
ている中、今後シュート効率を高めていくため
には、3Pシュート成功率の向上は課題となりそ
うだ。3Pシュートの精度を高め、ディフェンス
をアウトサイドに引き出すことができれば、ペ
イント内の成功率もさらに向上が期待できる
だろう。
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52.0%

50.0%

48.0%

48.6%

51.6%
52.0%

50.7%

52.0%

51.1%

51.7%

52.8%

46.0%
2021 2022 2023 2024
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27.0%

22.0%

23.0%

24.0%

25.0%

26.0%

21.0%

25.6%

25.4%

26.1% 25.8%

23.4%23.1%

25.2%

24.3%
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15%

53%
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39%
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ミドルペイント内
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B.LEAGUEユースの競技力成長の軌跡B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE  PACE 推移の分析

3Pシュートに比重（1.5 倍）をかけて補正したフィールドゴール成功率
(FG成功数＋3P成功数 ×0.5)÷FG試投数

1回のオフェンスでチームがターンオーバーをする確率
ターンオーバー ÷(FG試投数＋FT試投数 ×0.44＋ターンオーバー )

PACE推移 オフェンシブレーティング推移

eFG%推移 TOV%推移

B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE における PACE の推移を見ると
、2021-22シーズンが最高値で、以降は 79~86の範囲
を推移している。B.LEAGUE のトップチームでは PACE

は 72~74の範囲で推移しており、これと比較すると
かなりハイペースでオフェンスが展開されており
、速い展開は B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEの特徴の 1つと
言えるかもしれない。

一方で、オフェンシブレーティング (ORTG)の推移は
PACE と完全に逆の推移をたどっており、PACE が高
いシーズン程、ORTG が低いという関係性となって
いる。ハイペースなオフェンスを展開する中で、よ
りオフェンスの精度を高めることができるかが今
後の課題となるだろう。ORTG程ではないが、EFG%も
PACE とは逆の推移をたどる傾向は見られ、TOV% に
ついては PACE とは関連性のないような推移を見
せている。オフェンスのペースが上がることでタ
ーンオーバーが増える傾向は見られないが、シュ
ート精度は低下する傾向にあるという状況で、速
い展開の中でシュートを確率良く決められるかが
今後の課題と言えそうだ。
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B.LEAGUEユースの競技力成長の軌跡B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE  ペイント内シュート推移の分析

B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE におけるペイント内でのシ
ュートタイプ内訳を見ると、2024-25シーズンにド
ライビングレイアップの比率が過去最高となっ
た。ドライブでのペイントアタックはオフェンス
を展開するうえで重要な要素であり、ドライビン
グレイアップが増えていることは好ましい傾向
と言えるだろう。成功率については、ドライブ以
外でのレイアップの成功率が 2022-23 シーズン以
降は低下傾向にあり、2024-25シーズンはジャンプ
シュートの成功率も低下している。

ペイント内におけるノーチャージ・サークル内 /

外の内訳では、2022-23シーズン以降、サークル内
での試投割合が減少傾向にある。前述のレイアッ
プ・ジャンプシュートの成功率低下は、ゴール下
の深い位置まで入り込めていない点と関連して
いるかもしれない。一方、サークル外からの成功
率は右肩上がりに上昇しており、ロングペイント
からシュートを決めるスキルは高まっていると
考えられる。ペイント内の成功率全体を高めるた
めには、より成功率の高いノーチャージ・サーク
ル内での試投数を増やせるかが重要となりそう
だ。

シュートタイプ別の試投内訳推移 シュートタイプ別の成功率推移

試投エリア分布推移 エリア別成功率推移
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B.LEAGUEユースの競技力成長の軌跡B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE  3Pシュート推移の分析

B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE における 3P シュートをドリ
ブルからのシュートとキャッチ＆シュートに分
けて、試投数の内訳を見ると、2022-23シーズン以
降ドリブルからの 3P シュート割合が徐々に増え
てきている。B.LEAGUEのトップチームにおいてもド
リブルからのシュートの割合は増えており、
B.LEAGUE ユースにおいても同様の傾向が続くのか
は注目したいポイントである。成功率については
、2022-23 シーズンにドリブルからのシュートが
30% に迫ったが、それ以外のシーズンは 25% 前後
を推移している。どちらのシュートの成功率も、
今後の向上を期待したい。

3P シュートの試投エリアの分布の推移を見ると、
ウイングとコーナーの変動が大きく、2022-23シー
ズン以降はコーナーが 20% 以上を占めるように
なった。成功率は 2022-23 シーズンにコーナーから
の成功率が大きく上がり、以降、コーナーの成功
率が 3 エリアの中で最も高いという状態が続い
ている。コーナースリーは戦略的に重要な役割を
果たすシュートだが、このシュートが一定の確率
で決まっているという点はポジティブに捉えて
良いのではないだろうか。

ドリブルからのシュートとキャッチ&シュートの内訳推移 ドリブルからのシュートとキャッチ&シュートの成功率推移

試投エリア分布推移 エリア別成功率推移
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B.LEAGUEユースの競技力成長の軌跡B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE  得点に関する各種分析
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COPYRIGHT ©JAPAN PROFESSIONAL BASKETBALL LEAGUE All RIGHTS RESERVED.

B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE における得点内訳の推移を
見ると、2023-24シーズンからフリースローによる
得点の割合が増加している。フリースローの獲得
率と成功率を見ると、どちらも 2023-24シーズンに
大幅に上昇しており、フリースロー獲得が増え、
これを以前よりも高い確率で決めたことで得点
に占める割合が増加したと考えられる。2024-25 シ
ーズンは獲得率は低下したが、成功率は向上を続
けており、この成功率がどこまで上昇を続けるか
は今後注目したいポイントだ。

次に、総得点に占めるファストブレイクポイント
とポインツオフターンオーバーの割合の推移を
見ると、2023-24シーズンは共に割合は低かったが
、2024-25シーズンには両項目共に 4年間で最高値
となった。2024-25 シーズンは相手のターンオーバ
ーからの速攻で得点を決める割合が高かったと
考えられるが、FOUR FACTORSのページに記載の通り
、2024-25シーズンがディフェンシブな傾向が強か
ったことも関連しているかもしれない。B.LEAGUE ユ
ースにおいて今後ディフェンスから走るスタイ
ルがさらに定着していくのか注目していきたい。

得点内訳推移 フリースロー獲得率と成功率推移

総得点に占めるファストブレイクポイント割合推移 総得点に占めるポインツオフターンオーバー割合推移
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B.LEAGUEユースの競技力成長の軌跡B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE  接戦割合

B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE で接戦の割合が増えている
かを検証するため、平均点差の推移を見ると、
2023-24シーズンに一度小さくなったものの、全体
的には概ね右肩上がりに大きくなっている。点差
の分布を見ても、15点差以上の大差の試合の割合
が年々増加しており、接戦は少なくなっていると
言える結果となった。これは、クラブ間の実力差
が大きくなっていることを示唆する結果とも考
えられる。

特に、2024-25シーズンにおいては、名古屋 D U18、SR

渋谷 U18 といった 2021-22 シーズンから B.LEAGUE U18 

ELITE LEAGUE に出場しているチームが得失点差で大
きなプラスを記録している。複数年に渡って継続
的に B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEに出場することで、実力
をつけてきたと言えるかもしれない。一方で
2023-24シーズンからの出場ながら、2024-25シーズ
ンには得失点差で大きくプラスとなった千葉 J 

U18 のようなチームもあり、今後こういったチー
ムも増えてくる可能性も考えられる。

平均点差推移

点差分布の推移
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本項では、インフロニア B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024 のスタッツを集計し、

出場した12チームの比較分析を行った。強豪チームの特徴や、

各チームの現在地を知り、現状の競技力を図ることを目的としている。

集計の対象としたのは、インフロニア B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024 で、

2地区制で行われた合計30試合（各チーム5試合）である。

そのため、比較分析は2地区に分けて行った。

B.LEAGUEユースの現状の競技力
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B.LEAGUEユースの現状の競技力B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024 チーム分析 順位表
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B.LEAGUEユースの現状の競技力B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024チーム分析 攻守の総合力

この図は縦軸がオフェンス力を、横軸がディフェ
ンス力を示しており、上に位置するほどオフェン
ス力が高く、右に位置するほどディフェンス力が
高いことを表している。
東地区で最もオフェンス力が高かったのは SR 渋
谷 U18で、オフェンシブレーティングは 108.0。これ
は両地区を通じてトップだった。ディフェンス力
が最も高かったのは千葉 J U18で、西地区の名古屋
D U18の数字には届かなかったものの、ディフェン
シブレーティングは 68.6を記録した。
一方、西地区はオフェンス・ディフェンスともに
名古屋 D U18がトップを記録。オフェンシブレーテ
ィングとディフェンシブレーティングの差分で
あるネットレーティングは 42.6で、これは両地区
通じて最高値。攻守両面において高い総合力を備
えたチームだと言える。
また、オフェンシブレーティングの地区平均を見
ると、東地区が 89.3、西地区が 85.3であり、東地区
はよりオフェンシブ、西地区はよりディフェンシ
ブだったことがうかがえる。

オフェンシブレーティングと
ディフェンシブレーティングの散布図

ディフェンシブレーティング

東地区 オフェンシブレーティングと
ディフェンシブレーティングの散布図西地区
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B.LEAGUEユースの現状の競技力B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024チーム分析  Four Factors 東地区
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(FG成功数＋3P成功数 ×0.5)÷FG試投数

1回のオフェンスでチームがターンオーバーをする確率
ターンオーバー ÷(FG試投数＋FT試投数 ×0.44＋ターンオーバー )

自チームのシュートが外れた際にオフェンスリバウンドを獲得する割合
オフェンスリバウンド ÷( オフェンスリバウンド＋相手ディフェンスリバウンド )

オフェンス時にフリースローを獲得する頻度
FT試投数 ÷FG試投数

東地区優勝の千葉 J U18 は、1 位の項目こそなか
ったものの、EFG%、ORB%、FTRのいずれも地区トッ
プスリーに入る高水準を記録した。

SR渋谷 U18は、EFG%、TOV%、ORB%の 3項目で地区
トップを記録。ミスを抑え、効率の良いショッ
トをつくり、セカンドチャンスで繋ぐ理想的な
オフェンスを展開していたと言える。

宇都宮 U18は、FTRで両地区を通じてトップを記
録。フリースロー獲得率の高さから、コンタク
トをいとわないそのフィジカルな戦いぶりが
見て取れる。
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B.LEAGUEユースの現状の競技力B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024チーム分析  OPP Four Factors 東地区
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相手ターンオーバー ÷ ( 相手 FG試投数＋相手 FT試投数 ×0.44－相手オフェンスリバウンド＋相手ターンオーバー )

相手チームのシュートが外れた際にオフェンスリバウンドを相手チームに獲得される割合
相手オフェンスリバウンド ÷( 相手オフェンスリバウンド＋ディフェンスリバウンド )

ディフェンス時に相手チームにフリースローを与える頻度
相手 FT試投数 ÷相手 FG試投数

千葉 J U18 は OPP TOV% で地区最高を記録。強度の高
いディフェンスで相手のターンオーバーを誘発
し得点を重ねるスタイルで、東地区優勝を果たし
た。前述の得点力もさることながら、高いディフ
ェンス力も優勝の大きな要因の一つと言えるだ
ろう。

グラフは左から最終順位が高い順に並べている
が、東地区では OPP EFG%と OPP ORB%に右肩上がり
の傾向が見て取れる。これはすなわち、相手のシ
ュートを落とさせ、ディフェンスリバウンドを確
実に確保できるチームが、東地区で優位に立って
いたことを示している。
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B.LEAGUEユースの現状の競技力B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024チーム分析  Four Factors 西地区
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3Pシュートに比重（1.5 倍）をかけて補正したフィールドゴール成功率
(FG成功数＋3P成功数 ×0.5)÷FG試投数

1回のオフェンスでチームがターンオーバーをする確率
ターンオーバー ÷(FG試投数＋FT試投数 ×0.44＋ターンオーバー )

自チームのシュートが外れた際にオフェンスリバウンドを獲得する割合
オフェンスリバウンド ÷( オフェンスリバウンド＋相手ディフェンスリバウンド )

オフェンス時にフリースローを獲得する頻度
FT試投数 ÷FG試投数

西地区は、東地区に比べて TOV% が高い傾向にあ
ったが、その中で名古屋 D U18は両地区を通じて最
も低い TOV% を記録し、ミスの少ない安定したオ
フェンスを展開していた。

EFG%は琉球 U18、TOV%は名古屋 D U18、ORB%は滋賀 

U18、FTRは富山 U18が地区トップを記録。1つのチー
ムが 3 項目でトップを記録した東地区と比べて、
西地区では多様なスタイル同士がぶつかり、各チ
ームが特徴を発揮する試合が多かったことがう
かがえる。
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熊本
U18

富山
U18

FE名古屋
U18

滋賀
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熊本
U18

富山
U18

FE名古屋
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44.4% 42.1% 43.0%

31.2%
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24.5% 24.8% 25.5%

0.194
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26.7%
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B.LEAGUEユースの現状の競技力B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024チーム分析  OPP Four Factors 西地区

OPP eFG% OPP TOV%

OPP ORB% OPP FTR
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30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

20.0%

15.0%

10.0%

5.0%

0.0%

1回のオフェンスで相手チームがターンオーバーをする確率
相手ターンオーバー ÷ ( 相手 FG試投数＋相手 FT試投数 ×0.44－相手オフェンスリバウンド＋相手ターンオーバー )

相手チームのシュートが外れた際にオフェンスリバウンドを相手チームに獲得される割合
相手オフェンスリバウンド ÷( 相手オフェンスリバウンド＋ディフェンスリバウンド )

ディフェンス時に相手チームにフリースローを与える頻度
相手 FT試投数 ÷相手 FG試投数

本項で何よりも目立っているのは、名古屋 D U18

の OPP TOV% である。大会平均の 19.2% に対し、名
古屋 D U18 は 30.1% という驚異的なターンオーバ
ー誘発率を記録した。最も多い試合では、37回も
のターンオーバーを奪い、相手にシュートすら
打たせないディフェンスを見せた。西地区の
TOV% が東地区に比べて高かった背景には、彼ら
のディフェンスの影響も少なくないと考えられ
る。

琉球 U18は、OPP EFG%と OPP ORB%で地区トップを
記録。相手のシュートを落とさせて、ディフェン
スリバウンドを取り切る堅実なディフェンスで
西地区準優勝を果たした。

38.3% 36.1%
43.3% 42.4%

47.7% 48.6% 30.1%

21.8%
16.4% 18.6% 19.8% 18.9%

0.162

0.281

0.234 0.242

0.164
0.21228.9%

23.5%

27.6%

36.3%

43.5%

33.8%

3Pシュートに比重（1.5 倍）をかけて補正した相手チームのフィールドゴール成功率
(相手 FG成功数＋相手3P成功数 ×0.5)÷ 相手 FG試投数
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B.LEAGUEユースの現状の競技力B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024チーム分析 試投エリア分布比較

ペイント内の試投割合を見ると、SR渋谷 U18が大
会で唯一 60% を超えており、ペイントアタック
からフィニッシュまで持ち込む能力に長けたチ
ームだと言える。

なお、3P シュートの試投割合では西地区が名古
屋 D U18を筆頭に 4チームが 40%を超えている一
方、東地区では上位の千葉 J U18や SR渋谷 U18を
含めて 5 チームが 30％台に留まるなどチームご
とに数値のばらつきがみられることから、大会
全体としては 3Pシュート中心の戦術傾向は顕著
ではなかった。

また両地区ともに、ミドルシュートの割合が最
も低いチームが地区を制していることから、効
率の悪いミドルを避け、確率の高いペイント内
のシュートや状況を選んだ 3Pシュートに絞るシ
ョットセレクションが、勝利に直結していたと
考えられる。

試投エリア分布比較 試投エリア分布比較東地区 西地区
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38.6%

55.8%
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13.3%

10.9%
19.9% 14.7%

36.4% 36.2%
26.7%

45.3%

36.9%

61.5%

41.5%

52.3% 43.7% 49.1%

7.2%

46.8%

46.0%

11.8% 8.9%
7.9%
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14.8%

38.2% 38.3%40.7%
45.8%

43.3%
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48.8% 54.0% 46.9%
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本項では、B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEと

U18日清食品トップリーグの試合のスタッツを集計し、比較分析を行った。

両者の比較を通じて、B.LEAGUE ユースの傾向や課題を見出し、

B.LEAGUE ユースの現在地を確認することを目的としている。

集計の対象としたのは、B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEの

2021年～ 2024年大会の過去 4大会（合計 88試合）と、U18日清食品トップリーグの

2022年～ 2024年大会の過去 3大会（合計 84試合）である。

U18日清食品トップリーグとの比較
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U18日清食品トップリーグとの比較B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE / U18日清食品トップリーグ比較　試合展開

平均リードチェンジ回数推移 平均同点回数推移

平均点差推移 10点差以上ついた試合の逆転勝率推移

B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE は 2021 年から 2022 年大
会にかけて、リードチェンジや同点回数が一
時的に増加し、実力の拮抗した大会へと成長
を見せた。しかし、チーム数が 8から 12へと
拡大した 2024年大会にはいずれも減少。平均
点差も 29.5点と大きく開いた。

一方、U18 日清食品トップリーグは平均点差
が年々減少し、2024年大会には 13.3点、逆転
勝率 21.9％と、接戦・逆転が多い緊張感のあ
る試合が増えていることがうかがえる。

B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE は育成機会の提供を重
視した大会規模拡大フェーズ特有の実力差
の開きが見られる一方、U18 日清食品トップ
リーグは競り合いを重視した大会の成熟度
向上が際立っている。

ELITE LEAGUE NISSIN TOP LEAGUE

ELITE LEAGUE NISSIN TOP LEAGUE
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U18日清食品トップリーグとの比較B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE / U18日清食品トップリーグ比較 タイムシェア

スターターとベンチのプレイタイム分布推移
ELITE LEAGUE NISSIN TOP LEAGUE

スターターとベンチのプレイタイム分布推移
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ベンチスターター ベンチスターター
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33%
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67%
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2021 2022 2023 20242021 2022 2023 2024

32% 39%

68%

61%

73%

27%

B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE は初シーズンの 2021 年
大会こそスターターのプレイタイム割合が
71%と高かったが、2023年大会には 61%まで
減少。年々ベンチメンバーの起用が増え、よ
り多くの選手に出場機会を与えるタイムシ
ェアの傾向が見て取れる。しかし、2024年大
会にはスターターのプレイタイム割合は
66%へ増加し、ややスターター偏重への回帰
が見られている。
U18 日清食品トップリーグでも 2024 年大会
にスターター偏重へ転じる傾向が見て取れ
たが、特にその上昇度が際立っており、61%

から 73% へ 12 ポイントも上昇している。こ
れは接戦の増加に伴い、より主力選手にプ
レータイムが集中した可能性が考えられる
。
両大会の起用法を比較すると、現時点では
B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE はタイムシェアによる
育成バランスを重視する傾向を維持し、U18

日清食品トップリーグは相対的に競争性の
高い起用法の傾向があるといえる。
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U18日清食品トップリーグとの比較B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE / U18日清食品トップリーグ比較 ショットセレクション
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試投エリア分布推移 試投エリア分布推移ELITE LEAGUE NISSIN TOP LEAGUE

2021 2022 2023 20242021 2022 2023 2024

B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE では、2021 年大会から
2024年大会にかけてミドルの割合が減少（15

％→11％）し、3Pの割合が増加（32％→39％）す
る傾向が見られる。これは、年々 B.LEAGUE ユ
ースにも効率性を重視した現代バスケのト
レンドが浸透していることを示している。
一方で、U18日清食品トップリーグは 2年分
のデータに限られるために傾向は読みにく
いが、直近の 2024 年大会のミドルの割合が
17% と B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE と比べてかなり
高い数値となっていた。接戦が多い大会で
あったことからミドルが有効なシチュエー
ションが多かった可能性はあるが、全体と
して、B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE は効率志向、U18

日清食品トップリーグはバランス志向の傾
向が強いと言えるだろう。
※U18 日清食品トップリーグ 2022 は 2P シュ
ートの内訳データがないため、対象外とし
た。

15% 17%

51% 51%

32%34%
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U18日清食品トップリーグとの比較B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE / U18日清食品トップリーグ比較 シュートスタッツ
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2Pシュート成功率推移
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3Pシュート成功率推移
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2P シュート成功率は、B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE

が 2022 年大会以降すべての年で U18 日清食
品トップリーグを上回っているが、数値が
安定していない点が際立っている一方で、
U18 日清食品トップリーグは 45% 前後で安
定している。B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE で成功率
が安定しない背景として、B.LEAGUE ユースは
チーム内でのフィニッシュ力の個人差が大
きい可能性があり、それが成功率のばらつ
きを生んでいるとも考えられる。
一方、3Pシュート成功率に注目すると、U18

日清食品トップリーグが常に 2～ 3 ポイン
ト高い精度を維持している。つまり、U18 日
清食品トップリーグでは前述の通り本数こ
そ控えめではあるものの、より精度の高い
3P シュートを選択する傾向が強く、アウト
サイドを決め切るスキルがより備わってい
ることが窺える。3Pシュートに対する「量の
重視」と「質の重視」というスタンスの違い
が、両者の特徴として浮かび上がっている
と言えるだろう。ELITE LEAGUE NISSIN TOP LEAGUE ELITE LEAGUE NISSIN TOP LEAGUE
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U18日清食品トップリーグとの比較B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE / U18日清食品トップリーグ比較 Advanced
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U18 日清食品トップリーグは PACE が安定し
ているのに対し、B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE は
PACE のアップダウンが大きく安定していな
い。これはチーム数の増加とともに戦術の
多様化が進んだ結果、チームによってそれ
ぞれのスタイルが形成されつつあるとも言
える。

ORTG を両大会で比較すると、B.LEAGUE U18 ELITE 

LEAGUE は 2023 年大会まで上昇を見せたもの
の、U18日清食品トップリーグが常にその数
値を上回っていた。また、2024 年大会には
B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE の ORTG が低下したこ
とで、過去最大の差が開いていた。B.LEAGUE ユ
ースとしては、後述する課題の改善を図り、
この差を縮めていきたいところだ。

ELITE LEAGUE NISSIN TOP LEAGUE ELITE LEAGUE NISSIN TOP LEAGUE
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U18日清食品トップリーグとの比較B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE / U18日清食品トップリーグ比較 Four Factors

EFG%について、B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEはミドルの
試投が少なく、理論上、U18日清食品トップリー
グより効率の良いショットを選択しているも
のの、精度が伴っていないためにシュート効率
では U18 日清食品トップリーグを下回っている
。このことから、ショットセレクションと精度
のギャップが B.LEAGUE ユースの課題としてある
ことが見て取れる。

また、TOV%は B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEが U18日清食
品トップリーグより常に高く、B.LEAGUE ユースの
判断の質に課題があることを示唆している。

一方、ORB%に大きな差はなく、いずれも減少
傾向。逆に見れば、両大会ともオフェンスリバ
ウンドよりディフェンスリバウンドを重視す
る傾向が見て取れる。

FTR も大きな差はないが、直近 2 大会は両大会
で共通の傾向を示しており、ファールを誘発す
るオフェンスの積極性という点では足並みを
揃えていることが分かる。
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eFG%推移 TOV%推移

ORB%推移 FTR推移

3Pシュートに比重（1.5 倍）をかけて補正したフィールドゴール成功率
(FG成功数＋3P成功数 ×0.5)÷FG試投数

1回のオフェンスでチームがターンオーバーをする確率
ターンオーバー ÷(FG試投数＋FT試投数 ×0.44＋ターンオーバー )

自チームのシュートが外れた際にオフェンスリバウンドを獲得する割合
オフェンスリバウンド ÷( オフェンスリバウンド＋相手ディフェンスリバウンド )

オフェンス時にフリースローを獲得する頻度
FT試投数 ÷FG試投数
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U18日清食品トップリーグとの比較B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE / U18日清食品トップリーグ比較 勝敗別 Four Factors

両大会ともにEFG%の勝利時と敗北時の差が
8～12ポイントと安定して開いており、い
ずれもEFG%は勝利に直結する重要な指標だ
といえるだろう。

TOV%の勝利時と敗北時の差を見ると、
B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEでは初シーズンから常
に差があり、特に2024年大会は6ポイント
以上の差が開いていることから、ターン
オーバーを減らすことが勝敗を左右する大
きな要素になっている。一方で、U18日清
食品トップリーグは2024年大会の差が1ポイ
ントまで縮まっており、これはU18日清食
品トップリーグでは比較的ターンオーバー
が少なく、多少ミスが増えても試合を壊す
ほどではない許容範囲に収まっていること
が要因だと考えられる。
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U18日清食品トップリーグとの比較B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE / U18日清食品トップリーグ比較 勝敗別 Four Factors

ORB%の勝利時と敗北時の差を見ると、
B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEでは初シーズンこそ
差は小さかったものの、2024年大会には14
ポイントもの差が開いており、ORB%が勝敗
に与える影響が当初より大きくなっている
ことがうかがえる。
一方、U18日清食品トップリーグは逆の傾向
で、当初よりORB%が勝敗に与える影響が小
さくなっている。

また、FTRの勝利時と敗北時の差を見ると、
B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEでは2022年大会以
降、差は徐々に小さくなっており、直近で
はフリースローの獲得が勝敗に直結してい
るとは言いにくい。
U18日清食品トップリーグは年によっては敗
北時の方がFTRが高いケースも見られ、差が
出ていても偶然の要素が大きいと考えられる。
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本項では、B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUPで B.LEAGUE ユースチームと

海外ユースチームが対戦した試合のスタッツを集計し、B.LEAGUE ユースと海外ユースのスタッツ比較を行った。

両者の比較を通じて、B.LEAGUE ユースの傾向や課題を見出し、

B.LEAGUE ユースの現在地を確認することを目的としている。

なお、集計の対象としたのは、

B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2024、

インフロニア B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2025

の 2大会で行われた合計 15試合である。

海外ユースとの比較
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海外ユースとの比較B.LEAGUEユースと海外ユースの 各種スタッツ比較

B.LEAGUE U18 STATS REPORT 2025   
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B.LEAGUE ユースチームは海外ユースチームとの対戦において、3勝12敗と負け越している。
対戦試合のスタッツの中で、2P%, BLK, ORB%といった項目は海外ユースが大きく上回った。これは海外ユースのサイズ・フィジカルでの優位性が表れた結果と考えられる。
一方、B.LEAGUE ユースはTOV%では優位に立っており、自分達のターンオーバーは少なく抑えながら、海外ユースから多くのターンオーバーを誘発できている。
ただ、FBPSは海外ユースが上回っており、相手のターンオーバーから速攻での得点につなげるという点はB.LEAGUE ユースの今後の課題と言えそうだ。
加えて、AST, AST Ratio, AST%の項目で海外ユースが上回っており、B.LEAGUE ユースの方がアシストからの得点が少なく、個人技での得点を強いられる状況が多かったことが表れている。

ベーシックスタッツ比較

アドバンスドスタッツ比較
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次にシュート関連スタッツの比較すると、ペイ
ント内 /ミドル /3P、いずれのエリアにおいても
、シュートの成功率は海外ユースが上回ってい
る。中でも、特に差が大きかったのがペイント
内。海外ユースとの対戦において、ペイント内
成功率の差をいかに縮めていけるかが今後の
課題となりそうだ。

シュート試投エリアの 100% 内訳を見ると、
B.LEAGUE ユースはペイント内シュートと 3P シュ
ートが近い値となっている。サイズ・フィジカ
ルの差がある相手に対して、3Pシュート一辺倒
にはならず、内外からバランス良くシュートを
放つことができている。
一方、海外ユースと比較すると、B.LEAGUE ユース
はミドルシュートの割合が高い傾向にある。海
外ユースは EFG%で B.LEAGUE ユースを上回ってい
るが、この差を縮めていくためにもショットセ
レクションには改善の余地があるかもしれな
い。加えて、最も多くの割合を占めている 3Pシ
ュートの成功率を高めていく必要もあるだろ
う。

海外ユースとの比較B.LEAGUEユースと海外ユースの シュート関連スタッツ比較

区分
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U22枠契約選手の B.LEAGUE U18での活躍
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U22枠契約選手の B.LEAGUE U18での活躍

本項では、トップチームとU22枠で契約を果たしたB.LEAGUE U18出身の選手達が、

B.LEAGUEユースにおいてどのような活躍を見せてきたかをスタッツから確認する。

なお、本レポートはB.LEAGUE U18の大会を対象としているため、

B.LEAGUE U18の大会への出場経験が豊富な

内藤 耀悠、大森 康瑛、今西 優斗、佐取 龍之介の 4選手を取り上げる。

分析のため、各選手のB.LEAGUE ユースにおける大会別のスタッツと、

シーズン別でのスタッツ推移を集計した。

シーズン別でのスタッツ推移については、対戦相手の強度が一定であり、

且つ4選手のプレータイムが十分にあった大会に絞るため、

B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUEと

B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUPの 2大会を対象としている。
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U22枠契約選手の B.LEAGUE U18での活躍レバンガ北海道 内藤 耀悠
B.LEAGUEにおけるユース育成特別枠の第1
号となった内藤選手は、B.LEAGUE U18の各
大会においてチームの中心として活躍を
見せてきた。B.LEAGUE U18の3年間で平均出
場時間が20分以上となった大会において
は、全大会で平均得点・リバウンド共に
二桁を超えるダブルダブルを記録してい
る。また、全大会において+/-がプラスと
なっており、チームへの貢献度の高さが
うかがえる。

シーズン別のスタッツ推移ではペイント
内での成功率を年々上げている点が目立
つ。B.LEAGUE ユースでの活動を通じて、イ
ンサイドでのフィニッシュ力に磨きをか
けていったことが分かる。また、得点と
+/-の推移を見ると、2023-24シーズンは得
点が3年間で最低値だった一方で、+/-は
年々右肩上がりで2023-24シーズンが最高
値となった。これは自らが得点を取らな
くても、チームにリードをもたらすこと
ができるようになっていたことを示して
いる。B.LEAGUE ユースでの活動期間の中で
、自身のパフォーマンスを伸ばすだけで
はなく、チームを勝たせるプレーもでき
るようになっていったと言えるだろう。

内藤 耀悠
ポジション：SF
生年月日：2006年 1月 11日｜19歳
身長 / 体重：191cm / 97kg
出身地：北海道
出身校：レバンガ北海道U18
クラブ所属履歴：2024-25 北海道　2023-24 北海道
　　　　　　　　2022-23 北海道
B.LEAGUEユース表彰歴：

大会略号：RL: B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUE, CS: B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP, EL: B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE, IC: B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP
※B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP 2022 についてはQUARTERFINAL 以降のみのスタッツを記載

対象大会：
2021: B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2021, B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2022 代替大会
2022: B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2022, B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2023 代替大会
2023: B.LEAGUE U18 ELITE8 LEAGUE 2023, B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2024
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2021：B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP 2021 MVP, 
           B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2021 MVP/BEST5,
           B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2022 代替大会 MIP
2022：B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP 2022 MVP, 
           B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2022 MVP/BEST5, 
           B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2023 代替大会 MIP
2023：B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2024 MIP
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U22枠契約選手の B.LEAGUE U18での活躍サンロッカーズ渋谷 大森 康瑛
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B.LEAGUE初のU22枠としての契約選手とな
った大森選手は、B.LEAGUEユースの大会
においてその高い得点力を発揮していた
。B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUEにおいては3大
会全てで平均25点を超え、B.LEAGUE U18 
ELITE6 LEAGUE 2022では平均30点超えを記録
している。

シーズン別のスタッツ推移では、ミドル
シュートの成功率が年々上昇している点
が目立ち、2023-24シーズンには47.6%と非
常に高い数字となった。フリースローの
成功率も2023-24シーズンには75.0%を記録
し、この点もB.LEAGUEユースで見せた成
長と言えるだろう。また、オフェンス面
だけでなく、ディフェンス面でのスタッ
ツの伸びも目立ち、平均スティールは毎
年右肩上がり。平均ブロックも2023-24シ
ーズンには2.2という非常に高い数字を残
した。攻守両面での成長が見られる
B.LEAGUEユース活動期間となった。

大森 康瑛

2021：B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2021 BEST5
2022：B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2022 BEST5
2023：B.LEAGUE U18 ELITE8 LEAGUE 2022 BEST5

ポジション：SF
生年月日：2005年 6月 29日｜20歳
身長／体重：194cm／ 86kg
出身地：東京都
出身校：サンロッカーズ渋谷U18
クラブ所属履歴：2024-25 SR 渋谷　2023-24 SR 渋谷
B.LEAGUEユース表彰歴：

※B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP 2022 についてはQUARTERFINAL 以降のみのスタッツを記載

大会略号：RL: B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUE, CS: B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP, EL: B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE, IC: B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP

対象大会：
2021: B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2021, B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2022 代替大会
2022: B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2022, B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2023 代替大会
2023: B.LEAGUE U18 ELITE8 LEAGUE 2023

K
O

U
E

I 
O

M
O

R
I

G

RL2021 3 3 31:04 28.3 33.3 %

14.3 %

0.0 %

53.8 %

12.5 %

13.3 %

12.5 %

20.0 %

25.0 %

55.1 %

54.2 %

50.0 %

40.4 %

58.9 %

65.4 %

42.9 %

58.3 %

54.2 %

62.1 %

51.6 %

76.9 %

-

56.5 %

70.0 %

48.0 %

54.5 %

79.2 %

75.0 %

50.0 %

53.9 %

48.8 %

40.0 %

48.5 %

56.7 %

62.1 %

38.5 %

56.1 %

50.5 %

54.9 %

54.7%

53.4 %

40.0 %

50.6 %

59.0 %

61.4 %

41.1 %

60.4 %

53.9 %

55.0 %

25.0 %
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0.1

0.5

1.5

5.0

2.8

2.0

4.3

2.0

1.6

3.8

1.0

2.5

6.0

9.0

7.8

4.0

7.0

10.5

13.6

6.8

10.1

7.5

9.0

16.3

14.4

8.0

17.3

17.8

20.8

15.8

17.4

13.8

14.5

5.3

4.0

0.0

4.3

3.5

2.4

3.0

4.8

3.0

2.0

10.3

5.2

0.0

7.7

5.0

5.0

5.5

6.0

4.0

4.0

5.7

5.4

1.0

2.7

6.3

4.2

1.3

3.8

2.7

2.0

6.0

5.2

5.0

8.7

6.0

8.8

6.8

6.3

6.0

3.0

11.7

10.6

6.0

11.3

12.3

13.0

8.0

10.0

8.7

5.0

+22.7

+5.2

-18.0

-7.0

+22.0

+10.2

+3.0

+28.4

+6.3

+19.0

1.7

1.6

1.0

1.3

1.7

3.4

1.5

1.5

1.5

4.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

2.0

0.5

2.1

1.8

1.5

1.3

2.2

0.0

1.0

1.0

2.4

0.5
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2.2

2.0

5.7

4.0

3.0

2.3

4.2

4.2

4.0

2.6

2.0

3.5

2.0

3.4

5.0

3.0

2.3

2.4

3.3

1.4

2.7

1.5

8.0

4.8

2.0

5.3

4.3

4.8

4.3

5.5

3.7

2.5

8.7

5.4

0.0

6.3

8.3

6.2

2.5

8.1

5.0

5.0

8.3

3.2

6.0

2.0

6.2

4.4

4.8

4.8

3.2

4.0

20.8

8.0

25.3

26.0

30.2

18.0

25.4

19.5

24.5

27:22

20:46

32:53

26:22

34:03

31:49

23:51

28:14

26:44

5 1

1 1

3 0

6 6

5 5

4 4

8 8

6 5

2 2

EL2021

CS2021

IC2022

RL2022

EL2022

IC2023

RL2023

EL2023

CS2023

GS MIN 3PM 3PA 2PM 2PA FTM ORBeFG DRB REB AST STL BLK TOV PF FD 2NDPTS FBPS +/-FTA3P % 2P % FT %PTS % TS%

2021 6.9

9.0

5.8

13.3

14.9

10.3

0.6

1.6

1.7

2.3

3.7

3.5

3.4

2.6

2.5

4.1

2.7

3.0

6.1

5.2

4.0

1.1

0.3

0.5

51.9%

60.4%

56.5%

27.8%

42.4%

47.6%

33.3%

13.0%

20.0%

67.3%

51.1%

75.0%

2022

2023

大会別スタッツ

エリア別シュート・フリースロースタッツシーズン推移

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

2021 2022 2023

スティール・ブロック数 シーズン推移

ペイント内

成功数 成功率試投数 成功数 成功率試投数 成功数 成功率試投数 成功数 成功率試投数

ミドル 3P フリースロー

BLKSTL

0.8

1.8

1.3
1.6

1.8
2.2
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U22枠契約選手の B.LEAGUE U18での活躍名古屋ダイヤモンドドルフィンズ 今西 優斗
B.LEAGUE U15に登録しながら中学3年時から
U18カテゴリーの大会にも参加していた
今西選手。 B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2022以
降、平均アシストが大幅に増加しプレー
メイクの面で大きな成長が見られた。
2024年以降の大会では、平均得点は17点
以上、平均リバウンドは7前後、加えて
平均スティールも4前後を記録するよう
になり、オールラウンダーとしての活躍
が光っていた。

シーズン別のスタッツでは、3Pシュート
の試投数を年々増やしB.LEAGUE U18の最終
シーズンである2024-25シーズンには成功
率を31.7%まで伸ばすなど、アウトサイド
からのシュートを向上させた点が目立っ
ている。また、2022-23シーズン以降で+/-

が大幅にプラスとなっているが、特に
2024-25シーズンの+18.2はチーム全体の+/-

とほぼ同じ値。これは、チームのリード
のほとんどは今西選手の出場時に生まれ
ていたことを示しており、自身の成長と
共にチームへの貢献度も増していったこ
とがうかがえる。

今西 優斗

2021：B.LEAGUE U15 CHALLENGE CUP 2021 MIP, 
　　　  B.LEAGUE U15 CHAMPIONSHIP 2022 MVP/BEST5
2022：B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2022 BEST5, 
　　　  B.LEAGUE U16 CHALLENGE CUP 2023 MIP
2023：B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP 2023 BEST5,
　　　  B.LEAGUE U18 ELITE8 LEAGUE 2023 BEST5, 
　　　  B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2024 MIP
2024：インフロニア B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP 2024 MVP/BEST5,
　　　  インフロニア B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024 MVP, 
　　　  インフロニア B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2025 MIP

ポジション：PG
生年月日：2006年 5月 16日｜19歳
身長／体重：180cm／ 75kg　出身地：愛知県
出身校：名古屋ダイヤモンドドルフィンズU18
クラブ所属履歴：2024-25 名古屋D　2023-24 名古屋D
　　　　　　　　2022-23 名古屋D
B.LEAGUEユース表彰歴：

大会略号：RL: B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUE, CS: B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP, EL: B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE, IC: B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP
※B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP 2022 についてはQUARTERFINAL 以降のみのスタッツを記載

対象大会：
2021: B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2021, B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2022 代替大会
2022: B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2022, B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2023 代替大会
2023: B.LEAGUE U18 ELITE8 LEAGUE 2023, B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2024
2024: インフロニア B.LEAGUE ELITE LEAGUE 2024, インフロニア B.LEAGUEINTERNATIONAL CUP 2025
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CS2021 3 0 19:56 2.0 -

-
25.0 %

0.0 %

15.4 %

33.3 %

40.0 %

21.4 %

22.2 %

81.3 %

35.1 %

60.0 %

50.0 %

48.4 %

44.4 %

61.4 %

48.3 %

33.3 %

33.3 %

53.8 %

57.1 %

66.7 %

55.6 %

33.3 %

75.0 %

50.0 %

22.2 %

81.3 %

35.4 %

50.0 %

48.2 %

44.2 %

45.5 %

61.1 %

45.1 %

25.8%

75.1 %

41.0 %

51.4 %

51.6 %

45.9 %

44.6 %

61.9 %

46.6 %

25.0 %

0.0
0.0
0.3
0.0
0.3
0.4
0.7
1.0
0.5

0.0
0.8
1.0
2.5
1.3
2.6
2.0
2.5
2.3

0.7
6.5
3.3
7.5
4.0
6.2
4.0
6.8
4.7

3.0
8.0
9.3

12.5
8.0

12.8
9.0

11.0
9.7

0.7
1.0
3.5
2.0
2.0
2.0
1.0
0.8
2.0

2.0
3.0
6.5
3.5
3.0
3.6
3.0
1.0
4.0

2.7
0.5
2.5
3.0
1.3
3.6
1.3
2.8
1.8

3.0
4.5
5.0
4.0
3.7
3.6
4.3
4.5
5.8

5.7
5.0
7.5
7.0
5.0
7.2
5.7
7.3
7.7

+3.3
-7.5
+2.5

+13.5
+12.0
+19.6
+7.7

+46.8
+16.2

3.0
1.5
3.5
2.0
2.3
6.2
4.0
6.5
5.5

1.0
2.5
2.5
2.5
2.0
3.6
2.3
5.5
2.7

0.3
0.0
0.3
0.0
0.0
0.2
0.0
1.0
0.3

1.7
3.5
1.8
1.5
1.0
2.4
1.3
1.0
2.2

2.0
3.0
4.3
1.5
0.7
1.2
1.7
1.5
1.7

1.7
2.0
4.8
3.0
3.0
3.6
3.0
0.5
4.5

0.0
0.0
1.5
3.5
3.3
2.0
1.3
3.8
1.5

1.0
5.0
1.8
5.0
3.0
6.2
2.7
7.8
4.5

14.0
10.8
17.0
11.0
15.6
11.0
17.3
12.8

25:51
29:22
27:41
19:01
31:44
28:21
18:16
26:40

2 0
4 3
2 2
3 3
5 5
3 3
4 3
6 6

EL2021
IC2022
RL2022
CS2022
EL2022
IC2023
RL2023
EL2023

18.8 % 30.0 % 58.8 % 29.5 % 33.9 %0.6 3.2 2.4 8.0 2.0 3.4 1.6 4.4 6.0 +11.64.8 2.0 0.0 1.4 2.0 2.6 1.4 2.28.623:545 5CS2023
20.0 % 54.2 % 88.0 % 46.1 % 52.0 %1.2 6.0 6.4 11.8 4.4 5.0 2.0 6.0 8.0 +3.26.0 3.8 0.2 2.2 2.8 6.0 1.8 4.220.832:325 5IC2024
30.3 % 80.6 % 80.0 % 62.5 % 64.3 %2.0 6.6 5.0 6.2 1.6 2.0 2.8 6.0 8.8 +37.65.6 4.2 0.4 1.8 1.0 1.8 2.8 6.817.622:075 5RL2024
35.7 % 48.9 % 81.8 % 50.7 % 53.2 %2.0 5.6 4.6 9.4 1.8 2.2 2.0 5.6 7.6 +29.86.2 4.0 0.4 1.4 1.2 2.8 2.8 2.817.026:485 5EL2024
25.6 % 56.3 % 56.0 % 48.3 % 50.0 %2.0 7.8 5.4 9.6 2.8 5.0 1.2 7.4 8.6 +29.85.6 4.2 0.2 1.0 1.4 4.8 3.6 5.019.628:275 5CS2024
28.6 % 55.0 % 61.1 % 49.3 % 51.3 %2.5 8.8 5.5 10.0 2.8 4.5 2.3 6.3 8.5 +3.83.0 3.8 0.3 3.0 1.0 5.5 2.5 4.021.330:314 4IC2025

GS MIN 3PM 3PA 2PM 2PA FTM ORBeFG DRB REB AST STL BLK TOV PF FD 2NDPTS FBPS +/-FTA3P % 2P % FT %PTS % TS%

2021 3.8

4.6

4.5

7.8

8.1

8.0

0.5

0.8

1.0

1.0

3.3

2.6

0.7

2.4

4.0

2.7

1.6

3.1

5.3

3.4

4.5

0.2

0.5

0.8

48.9%

56.9%

55.7%

50.0%

23.1%

37.9%

25.0%

21.1%

20.5%

50.0%

48.1%

69.4%

2022

2023

4.0 6.7 1.0 3.0 7.0 2.2 3.22.260.0% 33.3% 31.7% 69.0%2024

大会別スタッツ

エリア別シュート・フリースロースタッツシーズン推移
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+15.0
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+/- シーズン推移

ペイント内

成功数 成功率試投数 成功数 成功率試投数 成功数 成功率試投数 成功数 成功率試投数

ミドル 3P フリースロー

-0.8

+15.1

+10.3

+18.2
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U22枠契約選手の B.LEAGUE U18での活躍琉球ゴールデンキングス 佐取 龍之介
2023-24シーズン以降の大会全てで平均二桁
得点を記録し、リバウンドもほとんどの
大会で平均二桁を記録している。特に
B.LEAGUE U18として最後の大会となったイン
フロニア B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2025では
平均28.0点、平均被ファウル数10.3、平均
フリースロー試投数14.3本を記録しており
、相手がファウルなしでは止められない
存在となっていた。

シーズン別のスタッツでは、2024-25シーズ
ンにペイント内の成功率、フリースロー
試投数が大幅に上がった点が目立つ。フ
ィジカルの強さが増したことで、インサ
イドでのフィニッシュ力が向上し、フリ
ースロー獲得数も増加したと考えられる
。加えて、セカンドチャンスポイントも
右肩上がりに増加しており、2024-25シーズ
ンは平均3.3のオフェンスリバウンドに対
して、6.2点のセカンドチャンスポイント
を記録している。オフェンスリバウンド
獲得後にかなりの確率で自ら得点を決め
ていることを示しており、プットバック
で得点ができるようになったのもフィジ
カル面での成長の表れかもしれない。

佐取 龍之介

2022：B.LEAGUE U16 CHALLENGE CUP 2023 MIP
2023：B.LEAGUE U18 ELITE8 LEAGUE 2023 BEST5
2024：インフロニア B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP 2024 BEST5, 
　　　  インフロニア B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 2024 BEST5, 
　　　  インフロニア B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2025 MIP

ポジション：PG/SG (IC 2025 時 )
生年月日：2006年 9月 30日｜19歳
身長／体重：187cm／ 77kg
出身地：栃木県
出身校：琉球ゴールデンキングスU18
クラブ所属履歴：2024-25 琉球
B.LEAGUEユース表彰歴：

大会略号：RL: B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUE, CS: B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP, EL: B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE, IC: B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP
※B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP 2022 についてはQUARTERFINAL 以降のみのスタッツを記載

対象大会：
2022: B.LEAGUE U18 ELITE6 LEAGUE 2022, B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2023 代替大会
2023: B.LEAGUE U18 ELITE8 LEAGUE 2023, B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP 2024
2024: インフロニア B.LEAGUE ELITE LEAGUE 2024, インフロニア B.LEAGUEINTERNATIONAL CUP 2025
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28.6 %

7.7 %

20.0 %

42.9 %

30.0 %

68.0 %

63.0 %

61.3 %

30.0 %

78.3 %

52.2 %

77.8 %

83.3 %

72.7 %

68.4 %

66.7 %

52.2 %

59.0 %

57.1 %

46.6 %

30.0 %

75.0 %

50.6 %

61.7 %

64.1 %

50.2 %

44.1 %

75.1 %

51.5 %

25.0 %
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0.2

1.0

1.0
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3.5

2.7
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5.0
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5.0
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1.8

5.0

1.6
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1.7

1.7

2.3

6.0

2.2

9.5

2.5

3.3

2.3

3.3

2.2

2.5

6.2

4.3

2.8

4.3

5.2

10.0

6.2

6.7

5.0

7.7

7.4

12.5

12.3

11.0

+31.0

+14.7

+1.8

0.0

+55.5

+7.3

2.5

1.0

2.6

3.0

3.3

2.6

1.3

1.7

2.0

0.5

1.7

0.9

0.3

0.0

0.2

0.5

0.8

0.1

1.0

1.0

3.0

4.5

0.8

3.1

1.0

2.7

3.0

2.0

1.0

1.7

1.8

5.0

3.4

6.5

3.0

3.6

3.8

5.3

1.8

2.0

7.7

4.6

4.0

6.0

3.2

2.5

5.2

2.4

13.3

18.3

9.8

12.5

16.7

14.3

21:42

27:04

27:57
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21:34

31:00
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5 5

2 2

6 6
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RL2022

CS2022

EL2022

IC2023

RL2023

EL2023

60.0 % 56.4 % 81.5 % 63.3 % 69.0 %1.2 2.0 4.4 7.8 4.4 5.4 4.2 9.8 14.0 +23.62.6 0.2 0.0 1.8 1.8 4.2 5.4 2.216.828:025 5CS2023

30.0 % 46.9 % 76.2 % 46.4 % 53.7 %0.8 2.5 3.8 8.0 4.0 5.3 4.0 6.3 10.3 +13.31.3 2.0 0.3 3.0 1.3 4.8 5.5 2.313.823:554 3IC2024

33.3 % 68.1 % 95.2 % 62.5 % 68.0 %1.4 4.2 6.4 9.4 4.0 4.2 5.0 7.0 12.0 +46.43.8 2.8 0.8 0.8 1.0 3.2 6.2 6.821.023:525 5RL2024

26.3 % 61.1 % 81.6 % 53.6 % 62.7 %1.0 3.8 4.4 7.2 6.2 7.6 3.4 5.2 8.6 +13.61.6 1.8 0.0 3.6 2.0 5.6 6.8 2.218.023:365 4EL2024

17.9 % 66.0 % 61.9 % 52.5 % 54.3 %1.0 5.6 7.0 10.6 2.6 4.2 5.0 7.6 12.6 +12.82.6 1.6 0.4 2.0 2.0 4.6 6.4 4.419.629:125 5CS2024

25.0 % 57.1 % 82.5 % 53.3 % 65.1 %0.8 3.0 7.0 12.3 11.8 14.3 3.3 7.8 11.0 -5.32.3 1.5 0.0 4.8 2.3 10.3 5.5 4.528.030:094 4IC2025

GS MIN 3PM 3PA 2PM 2PA FTM ORBeFG DRB REB AST STL BLK TOV PF FD 2NDPTS FBPS +/-FTA3P % 2P % FT %PTS % TS%
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大会別スタッツ

エリア別シュート・フリースロースタッツシーズン推移
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本レポートでは B.LEAGUE ユースのシーズンごとのスタッツ推移、チーム単位での分析、
U18日清食品トップリーグや海外ユースとの比較を行うことで、B.LEAGUE ユースのここまでの成長や特徴、
そして今後に向けた課題を分析してきた。

レポートを通じて様々な成長・特徴が見出された中で、特に目立っていたのはミドルシュートを減らしていく
「効率的なショットセレクション」だろう。シーズンごとのスタッツ推移を見ても、年々その傾向は強まっており、

U18日清食品トップリーグとの比較の中でも B.LEAGUE ユースが効率的なショットセレクションを行っている点は際立っていた。
「ディフェンスからの速いオフェンス」も B.LEAGUE ユースの特徴としては目立っており、チーム単位で見た時に、
「効率的なショットセレクション」と「ディフェンスからの速いオフェンス」で秀でていたチームが勝率上位となった点からも、
これらが B.LEAGUE ユースにおける重要な要素であることがうかがえる。

課題としては、「オフェンス効率の向上」が挙げられる。スタッツ推移と U18日清食品トップリーグの比較からも顕著で、
前述の特徴を維持しながらオフェンス効率を高めていけるかは今後の課題である。上述の通り、効率的なショットセレクションが
できているものの精度にギャップがあることが見て取れたため、特に 3Pシュートの成功率向上は海外ユースチームとの戦いなど、
B.LEAGUEが掲げる「世界に通用する選手の輩出」に向けても重要なテーマの一つとなるだろう。

また、U22枠で B.LEAGUEのトップチームと契約を果たした 4選手の B.LEAGUE U18 の大会におけるスタッツ分析を通じ、
各選手が B.LEAGUE ユース在籍期間の中で、しっかりと成長を見せていたことが明らかとなった。彼らをモデルケースとして、
今後も B.LEAGUE ユースからトップチームへと進む事例が増えていくことが期待される。

本レポートから見えてきたここまでの成長と今後の課題を踏まえ、
B.LEAGUE ユースがさらなる発展を見せていくことを期待したい。

B.LEAGUEユースの課題と今後の展望
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